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１．当社の代表製品
コーヒーカップ
左：10年使用
右：新品
輪島塗は
使えば使うほど
艶が増します艶が増します

輪島塗で初めての
エスプレッソカップ
８パターンの切り塗り分け

酒器セット 「TONDO」
TONDO）トンドは、「丸い」という
意味のイタリア語
楽しい酒席に人も心も丸くなり
お酒もおいしく
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８パタ ンの切り塗り分け
１２パターン沈金、蒔絵
6色の多彩な漆：「白漆」「緑色漆」
「紫色漆」「洗朱」「黒」「赤」
組み合わせ次第で
お客様オリジナルの
エスプレッソカップに



経営理念

守り続ける感性と変えていく創造性

２．当社の概要

守り続ける感性 変 く創造性

当社の特長 当社のビジネスモデル

・使い込むと艶が増す輪島塗
坂本漆器工房と言えば、頑固なまでに伝統にこだわっ

た輪島塗で知られています。当社の伝統にこだわった輪
島塗は 使えば使うほど良さが出てくる商品です 例え

仕入

当社
坂本茂：漆の調合から沈
金、蒔絵等の加飾まで輪
島塗 程を熟知 昔な島塗は、使えば使うほど良さが出てくる商品です。例え

ば、１０年使用したコーヒーカップと、新品のコーヒーカッ
プを比べると、一目でわかるほど艶が違うようになります。

・当社の歴史が感じられる再建したギャラリー

２代目（庄次）が建てた土蔵は、能登半島地震で全壊し
ました。この土蔵をできる限り残すかたちで本店をギャラ
リーとして再建いたしました。このギャラリーは、完全予
約制とし、伝統にこだわった輪島塗や、当社が得意とす
るオーダー家具や大型商品等をゆっくりとご覧にいただ

木地
漆

地の粉

島塗の工程を熟知し昔な
がらの輪島塗を提供

坂本顕一：茂とともに物産
展に参加する一方で朝市
店奥で蒔絵を行う。

坂本詔子：女性の視点で、
今の時代にあった漆器創
りをプロデュースるオ ダ 家具や大型商品等をゆっくりとご覧にいただ

けるようにしております。

・輪島塗のネガティブなイメージを払拭する異質なものとの
組み合わせ

坂本詔子は、これまでの輪島塗のネガティブなイメージ
払拭するため、ガラスや組み紐等、これまで漆とは縁の
なかった異質なものと組み合わせることにより、新しい漆
の魅力を伝える活動を行っています。

外注
親方と親子盃を交
わした、当社の特
長を理解した信頼

できる職人

販売
全国・・・物産展やインター
ネット

輪島・・・本店、朝市店、工
房長屋店

その他・・加賀屋、金沢百
番街等

【代表者】 坂本 茂
【住所】 石川県輪島市鳳至町稲荷町７３
【業種】 輪島塗製造販売
【従業員数】 ６名
【URL】 http://www.sakamotoshikki.com

企業概要

沿革

アクセス

番街等

沿革

明治中期：初代坂本松之丞が地元で採れた漆の販売
業を行う。晩年には、漆器づくりを手掛ける。

昭和初期：２代目庄次が、行商（行商先：静岡県浜
松市舘山寺温泉）を展開するとともに、多くの
職人を育成する。

昭和後期：３代目茂が、物産展を通じて、全国に輪島塗
の販売を行う。

TELFAX： 0768‐22‐0510
E‐Mail ：info@sakamotoshikki.com
担当者： 坂本 詔子(のりこ)

連絡先
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平成19年：能登半島地震で2代目庄次の建てた土蔵が全
壊する。

平成20年：全壊した土蔵を本店ギャラリーとして再生。多
くの職人を塗師屋として独立させ、総合プロ
デュースを行う新たな展開を行う。

平成23年：4代目顕一が、朝市店奥で蒔絵工房を構える



３．伝統的工芸品産業(輪島塗）の歴史や当社のこだわり

室町時代にほぼ現在と
同じ、漆塗り技法を確立。

起源や歴史
隠れた（見えにくい）

技術
伝統的工芸品産業

九層もの塗膜
本堅地技法で作られた

輪島塗

布着せと本堅地法とよば

（表面に）現れた
技術

埃など一切ない美しい鏡の
ような表面同じ、漆塗り技法を確立。

江戸時代半ばには、輪
島市内から産出される珪
藻土を焼成粉末した「地
の粉」を使った技法を確
立しています。
「椀講」「頼母子の漆器

版」*1の販売手法で全国

への販売を伸ばしていま
した

本堅地技法で作られた
漆器の塗装断面は何と片
面九層です。九層もの塗膜
が漆器を丈夫にし、修理も
可能にしています。

あらかじめ強度の低
い部分や破損しやす
い個所を補強
あらかじめ漆器の欠けや

すい部分に 麻や綿布を漆

布着せと本堅地法とよば
れる工法が生み出す「優
美さと堅牢さ」の漆器。
六職といわれる分業体制

が確立し、徹底した品質管
理と量産体制（100コ単位）
を整えています。
輪島塗の職人は、親方

のもとで修行をして一人前
になることを年季明けとい

厳 修

ような表面
上塗り工房内は、ゴミ、埃を嫌うた

め上塗り職人さんは服装や戸の開
閉にも気を使っております。上塗りの
後、呂色という工程で、漆器の表面
を研磨し、また生漆を刷り込むことを
繰り返します。これにより、漆の表面
は、物が映るほど鏡のようになりま
す

美しい加飾
塗り 堅牢さを背景と 蒔絵や

当社のこだわり

した。 すい部分に、麻や綿布を漆
と米糊にて漆布着せを行
い漆器の強度を高めてい
ます。

うなど、厳しい修行でも知
られています。

塗りの堅牢さを背景とし、蒔絵や
沈金の美しい加飾も大きな特徴で
あります。

＊1 全国各地に輪島塗購入の積み金を行うグループを作り、そのお金でまとまった漆器を購入する仕組み

玉虫羽のネックレス
玉虫の羽の美しさを現代に
宝石ではない自然の美しさ宝石ではない自然の美しさ

伝統と時代の調和を考えた主婦目線での商品
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頑固なまでに伝統にこだわった輪島塗 蒔絵師であり、塗師屋の4代目顕一の新たな発想



４．当社が提供する価値とそれを支える知的資産

女性ならではの発想で輪
島塗をアクセサリ にした

予約制の本店ギャラ
リーで伝統にこだわっ
た輪島塗や当社のこだ

職人自らが、展示会で
お客様と接し、生の声

を聴く仕組み

朝市店で輪島塗の器で
コーヒーを提供し、多く
の方に輪島塗を体験い

ただく仕組み

構造資産女性ならではの視点 漆の調合から下地
当社の新商品開発

島塗をアクセサリーにした
「花うるし」（商標登録）

た輪島塗や当社のこだ
わりや背景をじっくりご

覧いただく仕組み

石川県デザインセン
ターを通じて知り合い
当社の新しい漆器の
デザインを行っていた
だける飯尾豊先生

来店された方に“笑
顔で接客”し、輪島
塗の魅力をお客様

に伝える

構造資産女性ならではの視点
で、代々受け継がれ
てきたものを守りつ
つ、新しい漆器作り
を行う坂本詔子

漆の調合から下地、
塗り、加飾まで輪島
塗の工程を熟知し、
頑固なまでに伝統に
こだわる坂本茂

親方（坂本茂）と親
子盃を交わした当社
の特長を理解した信

頼できる職人

当社の新商品開発
等を支援いただける
公的機関（石川県産
業創出支援機構や
輪島商工会議所等）

中尾喜久二に師事し、
その後蒔絵師として
独立する一方、当社
の４代目としての役 だける飯尾豊先生に伝える

店舗スタッフ

【提供する顧客価値】
見て、触れて、感じるもっと身近な輪島塗

人的資産 関係資産

頼できる職人の４代目としての役
割を果たす坂本顕一



展示会でご縁のあった方が

展示会と輪島の
コラボレーション

輪島塗の魅力をもっとわかりやす
く伝える

4代目の蒔絵師としての新展開

当社は 輪島塗は長く使っていただ ４代目坂本顕 は 師である故中尾喜

当社は常に進化します。（未来の価値創造のストーリー）

５．これからの挑戦

展示会でご縁のあった方が、
輪島にお越しいただける。また、
輪島でご縁のあった方が、展示
会にお越しいただける。そんな
人のつながりで当社は支えられ
ています。これからは、輪島に
お越しいただいた際は、本店
ギャラリーで当社のこだわりや、
輪島塗をより体感いただけるよ

当社は、輪島塗は長く使っていただ
くほどその魅力が上がっていくと考え
ております。その1つの例が、10年使

用したコーヒーカップです。誰が見て
も一目で艶の違いが分かります。こ
の艶は、輪島塗を慈しみ使っていっ
たご褒美かもしれません。これからは、
コーヒーカップだけではなく、いろいろ
な製品で、新品の製品と、長く使った

４代目坂本顕一は、師である故中尾喜
久二より、兼匠の雅号を頂いております。
師が急逝したことから師のファンの方か
らもご依頼を頂いている状況です。また、
蒔絵工房は、朝市店の奥に構えているこ
とから、朝市店にお越しのお客様には、
直接要望をお伺いし、蒔絵を施しており
ます。

また、パソコンを活用し、蒔絵を施す前
う、展示室を強化します。また、
展示会にお越しいただいた際
は、これまで通り職人が対応す
るのはもちろん、また輪島にお
越しいただけるよう、輪島や当
社の近況をお伝えしたいと思い
ます。

製品の比較が行えるようにします。ま
た、輪島塗をご購入いただけた方に
これまで以上にメンテナンスの方法を
お伝えし、使えば使うほど艶が出る
輪島塗を実感いただくように努めま
す。

に、出来上がりのイメージをお客様に確
認いただくなど、時代にあったサービスも
提供しております。

今後は、師の教えや頑固なまでに伝統
にこだわった当社の輪島塗を基とし、さら
に４代目としてまた、作家として「兼匠」の
作品を世の中に発信していきます。

昭和20年 輪島市にて生まれる
昭和39年 結婚を機に当社入社
昭和59年 主婦目線での漆器開発を行う。
平成6年 「花うるし」商標登録
平成23年 「ESPRESSO CUP」が石川ブランド認定

６．～坂本詔子からのメッセージ～

坂本漆器 房は 輪島 中 も頑固に伝統に だわ た輪島塗を提供し る塗師屋 す 私が 商品

平成23年 「ESPRESSO CUP」が石川ブランド認定
平成24年 飯尾豊先生と共同で酒器セット「TONDO」を開発

昭和59年以来、男性目線での商品づくりがほとんどであった輪島塗

に、主婦目線での商品開発に取り組んでいる。輪島塗で最も早く「アク
セサリー」に取り組むなど、主婦目線での輪島塗を多く開発している。

坂本漆器工房は、輪島の中でも頑固に伝統にこだわった輪島塗を提供している塗師屋です。私が、商品

開発を開始した当時（昭和59年）の輪島塗は、ほとんど男性目線で作られていました。当社はその中でも、

頑固なまでに伝統にこだわった輪島塗を提供している塗師屋の1つでした。私は、お客様に輪島塗をもっと

身近に感じてほしい、そのためには、主婦目線での商品づくりも必要であると感じておりました。そんな思

いから昭和59年より、少しずつ商品開発を始めました。まず、あらかじめ沈金で自模様を作ることにより、

目線が沈金に移り、傷自体が目立ちにくくなる沈金シリーズの開発を行いました。また、器の重心を低くす

ることにより、お子様やシニアな方でも使いやすい器（子供椀や百寿椀）やアクセサリー等を開発いたしま
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した。私の商品開発は、これまで当社の理念を礎としながらも、主婦目線で現代の生活にマッチし、「お使

いいただける漆器」を基軸に商品開発を行ってきております。近年は、デザイナーの飯尾豊先生と、

「ESPRESSO CUP」 「TONDO」など、これまでの当社のみでは開発できなかった商品開発も行えるようになり

ました。今後は、陶器やガラス等他の食器との相性を勘案した輪島塗も開発し、これまで輪島塗に縁のな

かった方に対しても、輪島塗をお使いいただけるよう努力を行っていきたいと思います。これからも、お使

いいただけるオーナー様の心が豊かになるそんな輪島塗を目指して取り組んでいきます。



中小企業診断士西井克己

坂本漆器店(以下、「当社」という。）のギャラリーを拝見した際に、伝統的な輪島塗と、現代にあっ

た女性目線の輪島塗が１室に展示されておりました。このギャラリーは、まさしく今の輪島塗に必要
が

７．作成支援士業コメント

なものが凝縮されていると言えます。当社は、頑固なまでに伝統にこだわった親方とそれを基に女
性目線の輪島塗を創り出す女将という２人の人的資産によってこれを実現しています。一方で、当
社が現在の塗師屋としての地位を確立した背景には、人的資産のみではなく、多くの構造資産が関
係しています。すなわち、「朝市店で、輪島塗のコーヒーカップでコーヒーを提供し、お客様に輪島塗
を体感いただくこと」、「新品と１０年物の輪島塗を比較し、艶の違いを実感いただくこと」、「職人自ら
がお客様と接すること」等当社の輪島塗に対する姿勢そのものが屋台骨になっているといえます。

今後は、蒔絵師である４代目が入社したことを機会とし、さらなる構造資産の強化を期待します。
具体的には、これまでに培った「輪島塗のメンテナンス方法の失敗談をNG集としてまとめること」、

行政書士 勝尾太一

「適正にメンテナンスを行った輪島塗は、新品、５年、１０年と艶がどんどん増していくことが実感でき
る写真をまとめお客様に伝えること」、「輪島塗のメンテナンス方法や蒔絵を施している作業内容を
動画にまとめ、朝市店で常時映像を映し出すこと」等これまで当社が当たり前に行っていたことをさ
らにお客様にわかりやすく伝えることであります。

蒔絵師の４代目が、伝統を重んじる３代目とそれを踏まえつつ新しき展開を行ってきた女将が築い
た土台の上に４代目ならではの展開をされることを期待します。

行政書士 勝尾太

輪島塗の魅力をもっとわかりやすく伝える。

坂本漆器店では、輪島塗が持つ数多くの魅力、例えば、使い続けるほどにつやが増すなど商品自体
に関する事項だけではなく、ご購入いただいた商品を慈しんでいただくための漆器の扱い方、例えば、
洗い方、保管の仕方など、対面でお客様にお伝えすることに努めている。漆器をはじめて手にする者に
とって、説明の一つ一つが興味を引くものであり、漆器との大切な出会いの機会となっている。

輪島の地域でも頑固に伝統にこだわった品を提供している塗師屋（ぬしや）である坂本漆器店が、お客
様の目線での商品開発 販売に取り組んでいることそのものが知的資産であるとい ても過言ではな様の目線での商品開発、販売に取り組んでいることそのものが知的資産であるといっても過言ではな
いであろう。その現れの一つが「ESPRESSO CUP」といえる。曰く、「他社が真似をしたくないほど技術の粋
を尽くした品である。」

今後は、「輪島塗の魅力をもっとわかりやすく伝える」ために、職人が長年にわたり培ってきた技、
個々の従業員が蓄積してきたお客様とのやり取りの中で学んできた事柄を共有し活用、強化すること
が重要になると思慮する。伝統と新しさが絶妙のバランスで共存している坂本漆器店の更なる進化に
期待したい。

弁理士 横井敏弘

坂本漆器工房（以下、当社）は、最高品質の漆器を提供してまいりました。これは、３代目茂が頑固な
までに輪島塗の伝統にこだわってきたから可能になっております。すなわち、当社は、輪島地域の伝
統的技法をしっかりと受け継ぐと共に、輪島塗職人の育成にも注力し、信頼できる職人とのネットワー
クを構築してきたからです。

一方で、当社は、新たな挑戦も続けております。コーヒーカップやアクセサリー等の新商品の企画、
新たなデザイン力の導入 ギャラリーの開設などです。アクセサリーは女性ならではの視点が活かさ
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新たなデザイン力の導入、ギャラリ の開設などです。アクセサリ は女性ならではの視点が活かさ
れております。また、ギャラリーでは、伝統技法で製作された大型家具をゆっくりと鑑賞することができ
ます。

当社は、このように、伝統技術に対する頑固なまでのこだわりと、新たな試みとを調和させ、時には
衝突させて、ますます大きく成長しております。

伝統とイノベーションの衝突から大きなエネルギーを得て、さらなる成長を遂げられることを期待してお
ります。



８．知的資産経営報告書とは

「知的資産」とは、従来のバランスシートに記載されている資産以外の無形の資産であり、企業に
おける競争力 源泉 ある人材 技術 技能 知的財産（特許 ブ ドなど） 組織力 経営理念

【意 義】

おける競争力の源泉である人材、技術、技能、知的財産（特許・ブランドなど）、組織力、経営理念、
顧客とネットワークなど、財務諸表には表れてこない、目に見えにくい経営資源、すなわち非財務情
報を、債権者、株主、顧客、従業員といったステークホルダー（利害関係者）に対し、「知的資産」を活
用した企業価値向上に向けた活動（価値創造戦略）として目に見える形で分かりやすく伝え、企業の
将来に関する認識の共有化を図ることを目的に作成する書類です。経済産業省から平成17年10月
に「知的資産経営の開示ガイドライン」が公表されており、本報告書は原則としてこれに準拠して作
成いたしております。

【注意事項】

本知的資産経営報告書に掲載しております将来の経営戦略及び事業計画並びに附帯する事業見
込みなどは、すべて現在入手可能な情報をもとに、弊社の判断にて記載しております。そのため、将込みなどは、す て現在入手可能な情報をもとに、弊社の判断にて記載しております。そのため、将
来に亘る弊社を取り巻く経営環境（内部環境及び外部環境）の変化によって、これらの記載する内容
などを変更する必要を生じることもあり、その際には、本報告書の内容が将来実施又は実現する内
容と異なる可能性もあります。よって、本報告書に記載した内容や数値などを、弊社が将来に亘って
保証するものではないことを、充分にご了承願います。

この知的資産経営報告書は、石川県が株式会社迅技術経営に委託した石川県民間提案型継続雇用創出事業「伝統的工芸品産業事業者の
魅力を伝える知的資産経営報告書作成事業」により作成いたしました。

-7-


